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研究成果の概要（和文）：当研究計画は新興のマイクロステート、東ティモール共和国のナショナリズムを言語
に焦点をあてて分析した。国際性という脈絡（「市民社会」）では公式ナショナリズムの推すポルトガル語に、
英語・インドネシア語が対抗しているという図式が見えた。国民国家の言説のレヴェルでは、近年（2010年代）
カトリック教会が強調されているという傾向が見られる。ナショナリズムの対抗要素にもなり得る地方文化は、
トゥン語のうちに「標準化」されつつある。

研究成果の概要（英文）：This project was an anthropological study of a nascent state, Republic of 
Timor Leste, focusing on languages. At the international level, we found that, in addition to 
Portuguese, the officially selected national language, English and Indonesia languages increased the
 popularity. At the national level, it should be admitted that Tetun, another national language, has
 spread all over the nation with remarkable quickness. The importance of the Tetun language is 
further enhanced (in the official nationalism) by the fact that most of the population are Roman 
Catholic.  Many local cultures, which could become counter-movements against the national unity, 
have been rearranged, reclassified and, thus, ``domesticated'' in some standardized way.  These are 
the distinctive features we have found in the Timor Leste nationalism.

研究分野： 文化人類学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
2002 年に独立した東ティモール民主共和

国（以後「東ティモール」と呼ぶ）は、複雑
な歴史、複数の言語をもった新生のマイクロ
ステートである。東ティモールという国家が、
グローバリズムの席巻する現代社会の中で、
いかにしてそのナショナリズムを形成しつ
つあるのかを、人類学的調査から明らかにす
るのが本研究の目的であった。 
本研究は言語に注目することから始めた。

植民地期以前のリンガフランカのマレー語、
植民地期の公用語のポルトガル語、インドネ
シア期の公用語のインドネシア語、現在の公
用語のテトゥン・ディリ語、そしてダワン語
を始めとする数多くの地方語、最小限に絞っ
てもこれだけの言語を対象とした調査が不
可欠である。本研究は、現在望まれる最善の
メンバーにより東ティモールの今生まれつ
つあるナショナリズムを人類学的に研究す
る。 
 
２．研究の目的 
東ティモールは、国際社会の中での位置、

あるいはＮＧＯや市民による平和構築の運
動などの視点からこれまで語られてきた。い
わばグローバリズムの脈絡の中でのみ東テ
ィモールは語られて来たのである。この研究
はローカルな視点を取り入れて東ティモー
ル社会をより包括的に描くことを目的とし
た。言い換えれば、グローバルとローカルの
繋りを強調しつつ、ナショナルな（国民国家
としての東ティモール）社会のレベルを二つ
のレヴェルの仲介として設定したのである。
言語に焦点をあわせればポルトガル語がグ
ローバルな言説を、テトゥン語がナショナル
な言説を、そしてそれぞれの地方語がローカ
ルな言説を担っている、との想定のもとに調
査を開始した。 

 
３．研究の方法 
人類学的なフィールドワーク調査を中心

に研究を進めていった。毎年 8月頃に実地調
査を行ない、その後に国内研究会を開催し、
各自の成果をすりあわせるというプロセス
を繰り返した。 
東ティモールにおいて、グローバルな社会

（市民社会）とローカルな社会（地方共同体）
の相克の中で、いかにナショナルな社会（国
民国家）が想像されてきたか／いるかを探る
こと、そしてその三つがいかに関連している
のかを分析するのが本研究計画の目標であ
った。1 年目・2 年目には三つの社会を考察
するために、対応する三つの焦点領域（メデ
ィア、地方社会、首都）を設定した上で調査
を進めていった。 
3 年目からは二つの焦点領域（飛び地と国

境地帯）を追加した。そうすることによって、
ナショナルなもの（ナショナリズム）と拮抗
し、同時にそれを生み出してもきた他の二つ
のレベル、ローカルなものとグローバルなも

のをより多角的に把握していくことを計画
した。 
5 年目（最終年度）にはオーストラリアか

ら長く東ティモールをフィールドとする人
類学者と政治学者を招き、カンファレンスを
開催して研究を総括する。 
 
４．研究成果 
(1) ポルトガル語に関しては奥田を中心と
して調査・研究をした。ポルトガル語の国民
への浸透はまだまだであった。その分、ポル
トガル語は「権威」はもつ言語としてみなさ
れていることもわかってきた。ただし、国際
社会への窓口としては英語が好まれる傾向
がある。日常のコミュニケーションには主に
テトゥン語が使用されている。 
 
(2) 公式には排除された筈のインドネシア
語はまだそれなりに使用されていることが
判明した。独立後に教育を受けた（すなわち、
インドネシア語をならっていない）世代にお
いても、インドネシア語は衛星放送などを通
じて受け入れられている。またＮＧＯなどに
よる教育においても、テトゥン語にはテクノ
ロジーなどの語彙が乏しいため、インドネシ
ア語が使用されることが多い。 
 
(3) 近年（2010 年代）政府によるオフィシャ
ルなナショナリズムの需要な要素として教
会（とりわけロマンカトリック）が積極的に
取り入れられていることも明かになった。
2016 年にはカトリック教会がティモールに
到来した 500 年記念が大々的に催された。上
田が明らかにしたように独立後も続く内乱
の時期の「和解」には教会の儀礼が大きな役
割をになっている。 
 
(4) 教会の到来した 500 年前から存在し、現
在も存在するウィハレ王国と東ティモール
のナショナリズムの関係は複雑である（中川
発表）。すくなくとも東ティモールの西部に
おいては人々のアイデンティティの大きな
要素でありつづけている（福武発表）。 
 
(5) 現在の東ティモールを考える上で辺境
の問題が重要であることも明かになってき
た。「テトゥン語を喋れない人がまだいる」
地域として、人々はオエクシ（ティモール島
西部にある東ティモールの飛び地）とファタ
ルク（東ティモールの東端）を挙げる。この
２つの地における東ティモールナショナリ
ズムの実態を知ることができたのは（国際カ
ンファレンスにおけるマクウィリアムの発
表および森田発表）大きな収穫であった。 
 
2017 年 11 月に行なった国際カンファレン

スの中で、以上のような論点が挙げられた。
カンファレンスの後もメーリングリストを
通じて議論が深まった。現在国立民族学博物
館が発刊する『国立民族学博物館研究報告』



の特集号を作るべく、同館編集委員会と協議
を進めている。 
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